
令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

三
六
四

レ
ソ
ト
王
国
政
府
に
対
す
る

贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
レ
ソ
ト
王
国
政
府
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

三
一

七

三
六
五

人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件

三
一

七

〇
財

務

省

一
八
八

特
定
投
資
指
針

五
162
二
三

一
八
九

一
九
一

政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規

則
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府
短

期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告

示

七
164

一
九
二

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省

令
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告

示

七
164

一
九
三

一
九
五

政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規

則
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府
短

期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告

示

七
164

一
九
六

二
〇
三

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省

令
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付
国

債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

一
二
166

六

二
〇
四

二
〇
六

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に

関
す
る
省
令
第
四
条
第
十
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し

た
個
人
向
け
国
債
の
発
行
条

件
等
を
告
示

一
二
166
一
三

二
〇
七

令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
よ
り

相
当
な
損
害
を
受
け
た
地
域

の
追
加
の
指
定
に
関
す
る
件

二
一

三

二
〇
八

国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
国
債
の
買

入
消
却
に
関
す
る
件

二
八

五

二
〇
九

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に

関
す
る
省
令
第
四
条
第
六
項

第
二
号
に
規
定
す
る
中
途
換

金
に
係
る
個
人
向
け
国
債
の

買
入
消
却
に
関
す
る
件

三
一
179

二
一
〇

大
韓
民
国
及
び
中
華
人
民
共

和
国
産
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
に

対
す
る
関
税
定
率
法
第
八
条

第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
調

査
開
始
の
件

三
一
179

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
七

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
〇

四

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

一
六

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
金
融

機
関
が
危
機
対
応
業
務
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の

認
定
を
行
い
、
危
機
対
応
業

務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業

務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
た
件

三
160

六

一
七

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第

二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
法
第
十
一
条
第

二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務

に
係
る
取
引
が
行
わ
れ
る
場

合
に
お
け
る
金
銭
の
支
払
そ

の
他
の
条
件
を
定
め
る
件

三
160
一
三

一
八

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応
業

務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

二
四

三

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

二

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の

下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と

し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関

す
る
重
要
な
施
策
の
目
的
に

従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ
れ
る

長
期
の
資
金
と
し
て
主
務
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

三
160
一
五

三

〃

二
八
178

〇
文
部
科
学
省

一
〇
四

令
和
二
年
度
か
ら
令
和
四
年

度
ま
で
の
間
に
お
け
る
小
学

校
学
習
指
導
要
領
、
現
行
中

学
校
学
習
指
導
要
領
及
び
新

中
学
校
学
習
指
導
要
領
並
び

に
現
行
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
及
び
平
成
三
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
新
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
が
適
用
さ
れ
る

ま
で
の
間
に
お
け
る
現
行
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
特

例
を
定
め
る
件
の
規
定
に
よ

り
適
用
す
る
新
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
の
特
例
を
定
め

る
件

一
三

七

一
〇
五

令
和
二
年
度
か
ら
令
和
四
年

度
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
別

支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部

学
習
指
導
要
領
及
び
平
成
三

十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
け
る
特
別
支
援
学

校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指

導
要
領
の
特
例
を
定
め
る
件

並
び
に
特
別
支
援
学
校
高
等

部
学
習
指
導
要
領
及
び
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
新

特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習

指
導
要
領
が
適
用
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
お
け
る
現
行
特
別

支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導

要
領
の
特
例
を
定
め
る
件
の

特
例
を
定
め
る
件

一
三

七

一
〇
六

文
化
財
を
登
録
文
化
財
に
登

録
す
る
件

一
七
169

一

一
〇
七

一
〇
八

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を

抹
消
す
る
件

一
七
169

五

一
〇
九

登
録
文
化
財
の
名
称
を
変
更

す
る
件

一
七
169

五

一
一
〇

大
学
共
同
利
用
機
関
の
教
育

研
究
等
の
検
証
に
関
す
る
指

針

二
五

四

〇
文

化

庁

六
三

登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

の
管
理
団
体
を
解
除
す
る
件

二
〇

五

六
四

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
〇

五

〇
厚
生
労
働
省

二
九
〇

国
民
年
金
基
金
令
に
基
づ
き

国
民
年
金
基
金
の
業
務
の
一

部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
法
人
を
指
定
す
る
件

六

七

二
九
一

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
四
168

一

二
九
二

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環

境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

七
条
第
一
項
第
一
号
等
の
登

録
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九
171

二


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